
※令和５年度以降入学生用 

学校番号 3014 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代の国語 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校「現代の国語」 （第一学習社） 

副教材等 「常用漢字ダブルクリア 四訂版」 （尚文出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人として必要な国語の基礎学力を高めることを目標に、積極的に学習に取り組んでください。 

・様々な文章を読み、自分で「考える力」を養い、多くの情報から「判断する力」を身に付けてください。 

・多くの言葉に触れ、コミュニケーションを円滑にするために自分の言葉で意思を「表現する力」を身に

付けてください。 

・漢字帳（副教材）を利用し、語彙力を豊かにしてください。 

・提出物などの期限をきちんと守り、社会人として必要な「自己管理能力」を身に付けてください。 

 

２ 学習の到達目標 

（１）「知識及び技能」において 

・語彙力を豊かにし、適切な表現や言葉遣いを理解して使うことができる。 

（２）「思考力・判断力・表現力」において 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・社会において必要とされる、的確に文章内容を理解する力、人物の心情を汲み取る力を身に付ける。 

（３）「学びに向かう力， 人間性等」において 

・言葉の意味や表現の特色に関心を持ち、知的好奇心を持って学習する態度を育んでいる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

実社会において必要な語句や

常用漢字について学習し、言

葉の意味や表現の特色を理解

し適切に使っている。 

「話す・聞くこと」、「書くこと」、「読

むこと」の各領域において、他者との

関わりの中で伝え合う力を高め、目

的や意図に応じ自分の思いや考えを

広げたり深めたりしている。 

自ら積極的に他者と関わった

り、思いを深めたりするなかで、

学習活動に関心を持って取り組

もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和５年度以降入学生用 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

東西の対比関係を用いながら、

日本の水文化に見られる特徴

について論じる叙述の方法を把

握する。 

ａ：評論文の基本である二項対立について

理解し、東西比較文化論を読み解くことが

できるようになる。 

ｂ[ 書 ]：文章を読み、自分の意見や考え

を論述する方法を工夫して書く。 

ｃ：進んで文章を整理し、解釈しようとしてい

る。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 
［教材］ 

「水の東西」 

自分の考えが的確に伝わるよ

う、文章の効果的な組み立て方

や接続のしかたを理解する。 

ａ：話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。 

ｂ[ 話・聞 ]：話し言葉と書き言葉の違いを

理解し、学習課題に沿って話し合う。 

ｃ：積極的に伝わりやすい表現を考え、学

習課題に沿って説明や発表をしようとして

いる。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

 

［教材］ 

「話し方の工夫」 

 

主題に至る論の構造を把握し、

主張に説得力を持たせるため

の論の展開について考える。 

ａ：具体から抽象への移行を把握し、筆者

の論理展開や文章の構造を把握する。 

ｂ[ 読 ]：論理展開や文章の構造を把握し

たうえで、「個性」への考えをより深める。 

ｃ：積極的に作者の意図を汲み取ったうえ

で自分の考えに生かそうとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

「本当の自分」幻想 

「夢」という非日常性を持った世

界において、「自分」は何を判断

の根拠としているかを読み解く。 

ａ：非日常的な枠組みの世界観の設定や展

開を適切に理解し、表現の工夫に触れる。 

ｂ[ 書 ]：作者の表現の特色を理解し、工

夫して文章を書く。 

ｃ：自分の意見や考えを論述するために、

文章の内容や構成、論理の展開の仕方な

どを積極的に捉えようとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

「夢十夜」 

自分の考えが的確に伝わるよ

う、文章の効果的な組み立て方

や接続のしかたを理解する。 

ａ：表記・表現の基本ルールを理解し、接続

表現の種類や比喩などの表現技法を理解

する。 

ｂ[ 書 ]：表記・表現の基本ルールを理解

し、正確で分かりやすい文を書く。 

ｃ：効果的に書くための方法を積極的に理

解し、表現の工夫を身につけようとしてい

る。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

 

 

［教材］ 

「書き方の基礎レッスン」 

下人の行動や心理をもとに場面

の展開を捉え、老婆の語る論理

が下人の決断に与えた影響を

読み取るなどして、自分の意見

や考えを論述する。 

ａ：下人の心理の変化を把握し、老婆の論

理に出会った下人が最終決断を下すに至

った経緯を理解する。 

ｂ[ 書 ]：内容の解釈を踏まえて粘り強く下

人の行為を評価し、表現の仕方を工夫して

書こうとしている。 

ｃ：人物、情景、心情など、書き手の描いた

意図を捉え、象徴、予兆などに果たしてい

る効果に気付こうとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 
［教材］ 

     「羅生門」 

相手や場に応じた表現が選択

できるようになり、敬語表現を意

識した言葉遣いを理解する。 

ａ：敬語表現の特徴や役割、表現の特色を

理解し活用する。 

ｂ[ 話・聞 ]：自分の考えが的確に伝わるよ

う、自分の立場や考えを明確にし、工夫す

る方法を学ぶ。 

ｃ：積極的に敬語表現を理解し、学習課題

に沿って使おうとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

 

［教材］ 

「待遇表現」 



※令和５年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （    20   ）時間 

  ・書くこと      …  （    30   ）時間 

  ・読むこと      …  （    10   ）時間 

文章を分析的に読み、対比構

造を用いた論理の展開につい

て理解する。 

ａ：対比構造の特徴や効果、用途を理解す

る。  

ｂ[ 読 ]：対比構造を用いた論理の展開を

的確に捉え、要旨を把握する。 

ｃ：論理の展開を粘り強く分析し、今までの

学習を生かして要旨をまとめようとしてい

る。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

 

振り返りシート 

［教材］ 

 「「間」の感覚」 

論理的に表現するために、説得

力を意識した表現のしかたにつ

いて理解する。 

ａ：論理的に表現するための、主張と理由

の関係性や妥当性について理解する。 

ｂ[ 話・聞 ]：話を聞いて内容や構成、論

理の展開、表現のしかたを評価する方法を

学ぶ。 

ｃ：進んで主張と根拠と理由付けの関係性

を理解し、学習課題に沿って話し合ったり

しようとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

 

［教材］ 

 「論理的な表現」 

ネズミ色のイメージをマイナスか

らプラスに転じる論展開と、筆者

が論拠としてあげる事例を把握

する。 

ａ：段落ごとの筆者の考えを把握し、具体例

とどう結びついているのかを把握する。 

ｂ[ 書 ]：自分の考えや事柄が的確に伝わ

るように、根拠の示し方や説明の仕方を工

夫する。 

ｃ：日本文化について調べたことを報告し、

自分の考えを深めようとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

 

振り返りシート 

［教材］ 

    「無彩の色」 

   

父との過去の会話を重層的に

描いた構成を把握し、一冊の本

にまつわる三人の人間の思いを

読み取る 

ａ：回想された過去の出来事の羅列から、

整序して潜在的な文脈をつかみ、主題を

把握する。 

ｂ[ 書 ]：登場人物の思いを読み取ったう

えで、自分の意見や考えを論述する。 

ｃ：文章の内容や構成、論理の展開の仕方

などを積極的に捉えようとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

 

振り返りシート 

［教材］ 

「砂に埋もれたル・コルビュジ

エ」 

実用的な手紙文の書き方を理

解し、実践する。 

ａ：手紙文の型を学び、手紙文の書き方を

習得する。 

ｂ[ 書 ]： 手紙文の型を用いながら、表現

の仕方を工夫して手紙文を書く。 

ｃ：相手との関係性を考えながら、丁寧に手

紙文を書こうとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

ワークシート 

提出物 

 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 
［教材］ 

  「実用的な手紙文の書き方」 


